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地域的特色をとらえる力を育てる授業構想と展開
～日本の諸地域学習「中国・四国地方」を例に～
１　はじめに
　好きな教科は社会科という生徒に聞いてみると、「歴史は好きだけれど、地理はちょっと・・・」という生徒は少なくない。その理由の一つに、教師の地理授業の進め方に問題がある。生徒は、事象間の関連性をとらえきれず断片的な知識を覚えることに終始し、学習内容に対する興味・関心が一向に高まらないからである。それもそのはず、事象間の関連をとらえさせるような授業展開があまりなされていないからである。本来、地理の学習は生徒にとって身近なものであって、自分を含めた人々の生活と環境を結びつけて考えていく学習なのである。
山口県中学校教育研究会社会科部（以下、県中社研）では、研究主題を「社会を拓く知力を育む授業の創造」として、自らの力で新たな知識をつくり上げていく力の重要性について考え、どのような方法が有効であるかについて議論を重ねてきた。本発表では、新学習指導要領で注目されている「日本の諸地域」の学習（以下、「諸地域学習」という）に焦点をあて、主題設定から調査対象地域の特色をまとめるまでの学習の在り方について提案する。
２　「社会を拓く知力」を育む地理学習の在り方
(1)　地理的分野において育む「社会を拓く知力」とは
　地理的分野の学習では、自分の周辺のことや自分を取り巻く世界の多様性の理解が基本にある。生徒に理解させるためには、授業において地図の見方など基本的な地理的技能を習得させるとともに、地域的特色をとらえる視点や方法を身に付けさせることが必要なのである。そこで、地理部会では、地理的分野において育む「社会を拓く知力」を次のように定義する。

　地域的特色を「とらえる」とは、地域的特色を「調べ追究して、明らかにする」ことと「理解する」ことの２つの意味内容がある。このため、地域の規模に応じて環境条件や人間の営みなどと関連づけて考察することが不可欠なのである。
本発表では、新学習指導要領の諸地域学習の一事例として「中国・四国地方」を取り上げて、その授業構想を提案内容とする。「中国・四国地方」の範囲は広く、気候、人口、文化などさまざまな側面において多様性があり、一つの地域として特色をとらえにくい。このような場合に理解を深めるためには、新たに獲得した知識や既習の知識など、生徒がもっている知識を複合的に組み合わせていく必要がある。つまり、それぞれの地域の特色ある地理的事象や事柄を他の事象と有機的に関連付けて追究する活動を、授業のなかに明確に位置付けなければならない。この活動を通して、地域的特色をとらえる力を培っていくことが、「社会を拓く知力」を育てることとなる。
(2)　「社会を拓く知力」を育むための工夫
　諸地域学習が再び学習指導要領に位置づけられ、多くの社会科教師が思い起こすのは網羅的な地誌学習である。しかし、目標はあくまでも地域的特色をとらえさせることにあり、動態的な地誌学習が導入される新学習指導要領下では、主題設定から一単位時間の授業は、事象間の関連を見出させるように工夫されたものでなくてはならない。それは決して以前の窓方式の地誌学習に戻ることではなく、現行の学習指導要領における「地域の規模に応じた調査」のねらいに極めて近いといえる。
　日本の諸地域学習では、小項目の(ｱ)から(ｷ)で示した考察の仕方をもとにして、地域的特色をとらえさせることがポイントである。下の表は、日本の七地方区分（九州地方から北海道地方）の地理的な特徴を考慮し、七つの考察の仕方を当てはめたものである。
	地方
	中核とした考察
	取り扱う主な地理的事象（個別事象）

	九州地方
	(ｱ) 自然環境
	火山、シラス台地、台風、リアス式海岸

	中国・四国地方
	(ｵ) 人口や都市・村落
	100万人都市、政令指定都市、過疎地、少子高齢化

	近畿地方
	(ｴ) 環境問題や環境保全
	歴史的風土、景観保護、琵琶湖、世界遺産

	中部地方
	(ｳ) 産業
	果樹、野菜、茶、米、自動車、伝統工業

	関東地方
	(ｷ) 他地域との結び付き
	首都高速、新幹線、地下鉄、アクアライン、羽田・成田空港

	東北地方
	(ｶ) 生活・文化
	史跡、城下町、伝統産業、祭り

	北海道地方
	(ｲ) 歴史的背景
	開拓使、屯田兵村、区画整理された農地


　上の表に示したのはあくまで一つの案に過ぎず、組み合わせのバリエーションは数多く存在する。しかし、例えどのような組み合わせであっても、(ｱ)から(ｷ)までの中核とした考察のそれぞれが分離独立していては意味がない。各地方の学習の成果を積み重ねて地域の特色をとらえるとともに、地域的特色をとらえるための視点や方法を身につけていくことが重要なのである。
本発表では、公開授業との関連を図るため、あえて中国・四国地方を「人口や都市・村落」を中核として考察する場合について提案する。本来は、関東地方で「人口や都市・村落」を扱う方が単元および授業の構成がしやすいはずである。ここで強調したいのは、単元と一単位時間の授業の作り方であり、そのことについて以下に述べる。
３　「社会を拓く知力」を育む地理的分野の単元
　地域的特色をとらえる力を身に付けさせるために有効な単元構成として、新学習指導要領に示された「諸地域学習」の単元は、次の三つの段階で構成する。
	(1)　地域を概観し、主題を意識する段階
(2)　個別事象を分析する段階
(3)　地域の特色をまとめる段階


(1)　地域を概観し、主題を意識する段階
地域的特色をとらえるには、まず学習者である生徒全員が、調査対象地域がどのような地域であるのかを知ることが必要である。そこで、この段階（「諸地域学習」における単元の第１時）では、地図や統計資料などを活用して調査対象地域を概観し、その地域のおおまかな特徴を読み取る。そして、それらの地理情報を踏まえ、調査対象地域における象徴的な事象を取り上げ、単元の主題として設定していく。単元の主題とは、地域的特色を追究するための適切な課題である。この主題に対する個々の生徒の反応を整理し、個別事象を分析する段階につなげていく。もちろん、設定する主題は小項目(ｱ)から(ｷ)に示された項目に適したものでなければならない。
(2)　個別事象を分析する段階
　この段階は、主題に対する生徒の反応から導き出された個別事象を、丁寧に分析していく段階である。生徒から導き出された個別事象とあるが、実際は、生徒が表出するであろう意見を教師があらかじめ想定して設定しておく。これは、生徒の興味・関心を持続させ、学習に積極的に向かわせるための一つの工夫である。この段階で扱う個別事象は、中核となる地理的事象と他の事象との関連からとらえ、その成り立ちを考察していき、地域の特色をとらえるために行う。
(3)　地域の特色をまとめる段階
　この段階は、これまでの単元の授業を通して追究してきた主題に対して、一定の結論を出し、調査対象地域の特色をまとめる段階である。時間を確保するために、家庭学習を活用しレポートなどにまとめることが増えるであろう。まとめる際のポイントになるのは、次のような点である。
	○既習の諸地域と比較して、調査対象地域の特色をとらえているか
○調査して分かったことを事前の予想と比べたり自分の解釈を加えたりして論述しているか
○図や表を使ったり地図上に表現したりすることが的確にされているか


　こうした点は、教師の指導目標となるとともに、評価の基準にもなるものでもある。新学習指導要領では、言語活動の充実が強く求められている点からも、この段階は必修といえる。
４　「社会を拓く知力」を育む地理的分野の授業
　授業の基本構造は、県中社研の提案する「拡散」と「集中」のある授業である。その授業を組織するのは、授業の前後半で教師が行う二つの中心発問である。地理的分野では、地域的特色をとらえさせるために有効な発問の役割として、次の二つを考えている。
	(1)　生徒のもっている地理情報を引き出すための発問（中心発問Ⅰ）
(2)　事象間の結びつきを考察させるための発問（中心発問Ⅱ）


(1)　生徒のもっている地理情報を引き出すための発問
  この発問は、「なぜこの地域には、このような地理的事象がみられるのか」「なぜ、この地域にはこのような文化が根付いているのか」といったように、その事象を成り立たせている要因について問う。この発問によって、生徒は既有知識や情報を活用しながら自分なりの意見を作りあげる。そもそもこの発問は、思考を拡散させるねらいがあり、多様な意見を引き出す役割がある。　
教師は、表出された意見を分類し、質的な対立をつくり出し、討論活動を仕組んでいく。このときの対立は、地理的事象を成立させる諸要因の確からしさについて違った角度から考察させて、それらの関連性や相関性を理解させていく。
(2)　事象間の結び付きを考察させるための発問
　この発問は、「このような地理的事象はこれからも変わらず見られるのか」「他の地域との共通点は何か」といったように、諸事象や諸地域との関連について問う。この発問によって、生徒は諸事象や諸地域と比較しながら、地域的特色を一般的共通性や地方的特殊性の視点からとらえていく。この発問は、学習内容を獲得させるねらいがあり、授業の主眼を達成させる役割がある。
教師は、授業の後半では、中盤での討論活動で出てきた意見や疑問を活かし、新たな資料を使いながら事象間の関連や結び付きを考える活動を仕組んでいく。このとき、視点自体を深めていくことと、他の視点との関係を整理していく作業を同時展開していく。前者は、「人口」という視点は、人口分布、人口構成、人口動態などにわかれること、後者は、「人口」は「自然環境」「産業」「交通」などの視点と深く関連していることを繰り返し理解させていく。
５　実践事例
(1)　　単元構成
①　単元構成の意図
ア　中国・四国地方の地域的特色を明らかにし、人口や都市・村落を中核とした考察をする地域
調査の方法を身に付けることがねらいである
　本単元は、人口や都市・村落を中核とした考察をする諸地域学習を行うことで、中国・四国地方の地域的特色をとらえさせることを目的としている。また、その学習の過程で地方規模における地域的特色をまとめる視点や方法について身に付けさせることをねらいとしている。
イ　中国・四国地方の学習は、日本の特色を見出すことにつながる
　中国・四国地方は、日本海・太平洋・瀬戸内海という異なる三つの海に面しており、山地によって分断されているため、一つのまとまりとして諸地域学習をしていくことが難しいように思われる。しかし、産業の発達地域に人口が集中し、交通網が整備されていったという過程や、二つ以上の海に面しているという自然環境などは、他の地方でも見ることができる。また、中国・四国地方を日本海側・瀬戸内海沿岸・太平洋側に分け、それぞれの地域の特色を考察し、統合することで、内海があるという中国・四国地方ならではの地方的特殊性をとらえながら、一つのまとまりとしてとらえることができる。よって、中国・四国地方の事例を考察することを通して習得した見方・考え方を活用することで、他の地方の学習を進めていく上で必要とされる、一般的共通性や地方的特殊性を見出す視点も養うことができるのである。
ウ　生徒は、地域をおおまかにとらえる方法を学んできている
　生徒はこれまで世界の諸地域学習と日本の九州地方の諸地域学習を学んできた。世界では州をおおまかにとらえるための視点や方法を学び、九州地方の諸地域学習では、自然環境が地域の人々の生活や産業などと深い関係をもっていることを学習してきた。しかし、日本の諸地域学習では、自然環境以外にも、歴史的背景や産業、環境問題や環境保全、生活・文化、他地域との結び付きなどを中核とした考察を行う項目がある。本実践では、中国・四国地方を人口や都市・村落を中核とした考察を行うこととするが、生徒はこの段階においては、人口の分布や動態が地域を特色づけるということを把握するための方法や視点は習得していない。
エ　中国・四国地方で過疎地域が多く見られる理由を考えることで、中国・四国地方の地域的特
色を明らかにしていく
　本単元では、中国・四国地方で過疎地が多く見られるという事象を取り上げ、その理由を考察していくことを通して、さまざまな視点から事象間の関連性を見出しながら、中国・四国地方の地域的特色を明らかにしていく。
　単元のはじめには、地図や資料を用いて大観することを通して、「中国・四国地方で過疎地が多く見られるのはなぜか」という主題を設定し、交通網、工業地域、気候、歴史的背景から考察していく。単元の終わりでは中国・四国地方の地域的特色をまとめるだけでなく、これまでに学習している九州地方との比較・検討することで、一般的共通性や地方的特殊性を明らかにしていく。さらに、両地方の学習において出てこなかった内容を補完する時間にもしていきたい。
②　単元構成表
	
	時
	学習内容
	主　　　眼
	「社会を拓く知力」育成の手がかり

	地域を概観し、主題を意識する段階
	１
	中国・四国地方の大観と主題設定
	中国・四国地方を地図や資料を用いて概観する活動を通して、「なぜ中国・四国地方には過疎地が多くあるのか」という主題について関心を高めることができる。
	


	個
別
事
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	２（本時）
	二つの高速道路と人口分布の変化
	中国自動車道よりも山陽自動車道の交通量が多い理由を考察することを通して、過疎化が進行している中国山地付近でもインターチェンジがある地域は人口が集まっており、地方の中核都市との結び付きが深いことを理解させる。
	個別事象：中国自動車道と山陽自動
車道の交通量


	
	３
	瀬戸内工業地域の変化と人口
	石油化学コンビナートとテクノパークにおける近年の出荷額の変化の推移を考察することを通して、瀬戸内海沿岸部の人口に与える影響について理解することができる。
	個別事象：瀬戸内工業地域の工業出
荷額の変化



	
	４
	瀬戸内海側、日本海側・太平洋側の自然環境と人口
	瀬戸内海側、日本海側・太平洋側の降水量の違いの要因を考察することを通して、気候や地形は、人口分布との関係が深いことを理解することができる。

	個別事象：季節風による降水量の違い


	
	５
	瀬戸内の歴史と人口
	瀬戸内海に古くからある港の共通点を考察することを通して、港町の発達と瀬戸内海に面した都市の発達の関係を理解することができる。

	個別事象：瀬戸内海の港町の発達



	地域の特色をまとめる段階

	６
	中国・四国地方のまとめ
	これまでの学習を振り返ることを通して、中国・四国地方の特色について自分の意見をまとめるとともに、地域的特色を追究する方法を理解することができる。
	



(2)　本時案
①　本時設定の意図
ア　人口の分布は交通網の発達の度合いによって変化することを理解させることをねらいとしている
　本時では、中国自動車道よりも山陽自動車道の交通量が多い理由を考察することを通して、過疎化が進行している中国山地や四国山地でも、インターチェンジ（以下「ＩＣ」）がある地域では、比較的人口が集まってきており、他の都市との結び付きが深いことを理解させる。さらに、人口の分布は交通網の発達の度合いによって変化することを理解させることをねらいとしている。
イ　前時の授業で「中国・四国地方で過疎地が多く見られるのはなぜか」という主題を設定している
　前時までの授業で、生徒は地図や資料を手がかりに、中国・四国地方を大観することを通して、「中国・四国地方で過疎地が多く見られるのはなぜか」という主題を設定している。生徒は、人口の疎密が起こる原因を九州地方で学習した自然環境の視点から考えることが可能である。具体的には、過疎地が多く見られるのは山間部や離島などであり、平野の少なさ等の自然環境が原因ではないかという推察をすることができるであろう。本時以降の学習で仮説を検討していく。
ウ　授業では「中国地方を通る二つの高速道路の交通量」に注目させる
そこで本時では、中国自動車道よりも山陽自動車道の交通量が多いという事実を提示するところからはじめる。この交通量の違いを考察させるのが中心発問１である。生徒は、既習の知識や地図を手がかりにして、人の動きと物の動きという二つの要因に着目した意見を表出するだろう。この対立軸に基づく討論活動を進めていくなかで、人や物の動きを活発にさせる要因に目を向けさせる。さらに授業の後半では、ＩＣの位置を示した地図を提示して、ＩＣがつくられているところの共通点を考えさせる。そして、ＩＣがつくられているところには人口が比較的集まってきており、周辺では近年工場が進出しているケースもあることに気付かせ、人口の分布は、道路や鉄道などの交通網の発達の度合いによって変化することを理解させる。
　
エ　本時で習得する知識は「人口の分布は、交通網の発達の度合いによって変化する」ということである
　本時の学習活動を通して、生徒に、山間部はすべて過疎地ではなく、過疎化が進行している中国山地付近でもＩＣがある地域では比較的人口が集まっており、他の都市との結び付きが深いことを気付かせる。そして、人口の分布は、交通網の発達の度合いによって変化することを理解させ、四国地方においても同様の現象が見られることを、新たな知識として習得させることとする。
②　主眼
中国自動車道よりも山陽自動車道の交通量が多い理由を考察することを通して、過疎化が進行している中国山地付近でもＩＣがある地域では人口が集まっており、大都市との結び付きが深いことを理解させる。
③　本時の学習過程
	学習活動・内容
	教師の対応

	１　中国・山陽自動車道の交通量の差を知る。
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



２　中国・山陽自動車道の交通量の差を考察する。
(1)意見の構築と表出
【学習形態】
個人→小集団（班）→学級集団（一斉）
【生徒の反応】
・２つの高速道路の距離が異なる。
・大きな都市があって、人口が集まっている。
・四国地方をはじめ、各地方へのアクセスが便利。
・目的地が都市部につながっている。
(2)対立構造を設けて討論活動を行う。
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



３　関連する事実を分析する。
【提示される資料や事実】
○ＩＣの数と利用台数
○四国の高速道路
４　高速道路の結節点と人口との関係を考察する。

 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



	○中国地方の地図を提示し、横断する形で二つの高速道路が平行して建設されていることを示す。
○生徒にどちらの高速道路の交通量が多いのか尋ね、予想させる。
○資料を提示し、二つの高速道路は始点と終点がほぼ同じ地域であるにもかかわらず、交通量の差が大きいことに注目させる。
○本時の学習課題を提示し、各自で考察するようにうながす。
○個人で考察した後、小集団をつくらせ、お互いに意見を交換させる。
○生徒から表出された意見を、要点をまとめながら板書する。
○根拠に整合性のある意見を積極的に評価する。
○地図を手がかりとして、高速道路が通る都市やその地域の自然環境について確認させる。
○生徒の意見を人の動きと物の動きという２つの意見に類型化し、討論活動につなげる。
○人の動きと物の動きのどちらが交通量に影響を与えるかについて立場を明確にさせ、議論させる。
○生徒が考えていることをすべて表明させる。
○これ以上の解決ができないときに、生徒にどんな資料があれば解決できるのかを問うてみる。
○インターチェンジの数や利用台数の変化などの試料を提示する。
○中国地方だけでなく、四国地方も同じような現象があることを明示する。
○中国・四国地方の交通網から人口が集まる要因を考える。
○インターチェンジがつくられているところには人口が増加する現象が見られる資料を提示し、交通網の発達が、人口分布に変化をもたらすことに気付かせる。


６　考察と今後の課題
(1)　本研究の成果
　新学習指導要領に基づく地理的分野の学習の進め方について、次の２点について研究を進めた。
	①　動態地誌的な取り扱いの仕方を工夫する
②　社会的事象の意味や価値を洗い出す


①　動態地誌的な取り扱いの仕方を工夫する
　動態地誌的な取り扱いというのは、以前のように、自然環境、人口、産業、交通などの地理的事象を各地方ごとに繰り返し網羅的に扱うのではなく、地域の特性や新しい動きや変化に重点を置いて地誌を記述することである。そのためには、地域の特性や地域性をダイナミックに扱うことが大切である。新学習指導要領に例示してある「考察の仕方」に基づき、内容を厳選して授業を構成する必要がある。中国・四国地方の授業構想を通して、網羅的な学習からの脱却を教師自らができなければ、学習は展開することはできない。
②　社会的事象の意味や価値を洗い出す
	側面
	分　　析　　例
	発問例

	存　　在
	【日本の産業・流通を支える道路】
・日本のあらゆる産業の生産性の向上に欠かすことのできないものであり、1970年代・80年代は高速道路の建設は国の重要なプロジェクトの一つであった。
	○「高速道路網は社会にどのような影響を与えたか」
○「高速道路網の建設の目的は何か」

	関　　係
	【都市と都市】
・高速道路は、東名高速や名神高速道路のように都市と都市を結ぶ重要な交通網である。都市間における人やモノの流れをスムーズにし、大都市間の交流をさかんにした。
	○「高速道路は産業の発展にいかにかかわっているか」
○「高速道路のＩＣの位置と工業団地はどのような関連があるか」

	構　　造
	【大都市と地方都市】
・・高速道路は、地方から大都市へのアクセス手段として利用されている。物流に限らず、人の移動にもその傾向が強い。観光目的以外にも、通勤にも利用されている。都市部の高い地価や生活環境を考慮して、地方（郊外）に住居を構え、高速道路を利用して通勤する人々が増加している。
	○「高速道路によって、どことどこが（何と何が）結ばれているか」
○「なぜ、住む場所と働く場所が違うのか」


今回の発表は、平成２４年度か　 高速道路網の五つの側面（存在・関係・構造・変化・広がり）からの分析例　
らの完全実施に向けて、我々社会科教師が何をしておかなければならないのかについて考えるよい機会となった。それは、授業で扱うべき地理的事象の選定とその分析である。特に、主題を設定して行う動態地誌的な学習ではどのような事象を授業で扱うかは、授業の生命線とも言える。そのために丹念な事象分析が必要である。右の表はその分析の一例であり、事象を５つの側面から分析したものである。このような分析を通して、授業で取り扱うべき社会的事象の意味や価値を洗い出し、授業構成や評価に生かしていくのである。
(2)　今後の課題
　現在は新学習指導要領の実施までの移行期間とされている。移行期間に、地理的分野の学習の全体像をつかみ、地理学習の本来の姿に近づけていく必要がある。地理学習は、もともと地理的事象を環境との関係から考察する学習なのである。よって、最終的に地理学習において生徒に獲得させる価値的知識とは、生活や産業などの地理的事象を、自然的条件や社会的条件として整理される周囲の環境との関係から説明した知識をいう。つまり、地理的分野における価値とは、「生活と環境」そのものを指すのである。地理的分野の学習において、県中社研が主題とする「社会を拓く知力」をいかに形成していくかは、我々社会科教師の双肩にかかっている。教師自身が価値的知識を見出すことができずに、生徒にそれらを身に付けさせていくことなど不可能である。まずは、拠り所となる学習指導要領に示されていることの理解から始まる。

時代の特色をとらえる歴史的分野の学習の工夫
～「古代までの日本」の実践を通して～
１　はじめに
　今日までの歴史的分野の授業実践には「内容重視」から「活動重視」へという流れが見られる。新しい学力観が生まれる以前には、教科書や史料に忠実に多くの歴史的事象を取り上げ、生徒に内容を獲得させることを重視した解説型の授業が多く行われた。新しい学力観以後は、生徒の活動自体に重きを置いた実践が数多く行われてきたが、内容の獲得は重視されていないものもあった。内容の獲得だけでも、活動の充実だけでも、それによって生徒に獲得される知識は「社会を拓く知力」にはならない。
	【解説型の授業】
○聖徳太子が冠位十二階や憲法十七条を制定したという概略については知ることができる
●なぜその時代に太子の改革が必要だったのか説明することができない
	【活動を重視した授業】
○なぜ太子が改革を行ったのか自分なりの意見をつくることができる
●当時の社会を踏まえて太子の改革の意義を語ることができない
	
	太子の個々の政策を時代の流れに位置付けて語ることができる授業の必要性


この両者の利点を生かしながら「活動を通して内容を理解する」授業を繰り返すことによって、「社会を拓く知力」が形成されると考える。そのための授業のあり方を提案したい。
 ２　「社会を拓く知力」を育む歴史学習のあり方
(1)　 歴史的分野において育む「社会を拓く知力」とは
　歴史的分野では、当時の社会が抱えていた課題である歴史的事象を扱い、それをどう乗り越えてきたかを明らかにする中で、歴史に対する見方・考え方を身に付け、現代の日本社会がどのようにして形成されてきたかを理解させることが目的となる。
	歴史的分野における「社会を拓く知力」＝時代の特色をとらえることができる力


　中世において「御恩と奉公」を扱う場合、土地を媒介とする主従関係の成立という知識の獲得だけでは不十分である。当時の武士の土地支配は不安定であり、彼らは生活の基盤である土地を保障してくれる権威を求めていた。源氏は平氏政権打倒のための勢力結集を目指しており、武士たちは土地の保障を打ち出した頼朝に味方することが利益になると考えた。このように当時の課題とその解決の流れを時代の中でとらえることができる力を「社会を拓く知力」と定義した。

(2)　「社会を拓く知力」を育むための工夫
　各時代の特色を理解させるために、次の３点の工夫が必要であると考える。
	①時代の特色をとらえさせる１時間の授業の流れ
	・個々の事象を取り上げ、その分析を通して、後半では時代の特色に迫る授業モデルを構想する必要がある

	②時代の特色のまとめ


	・時代の特色をまとめさせることで、他の時代との比較を容易にしたり、未知の事象に出会っても時代背景と結びつけて解釈したりする力を身に付けさせることができる

	③歴史的事象の選択
	・限られた授業時間のなかでは扱う事象を精選しなければならない


時代の特色をとらえるには、歴史的事象の分析を積み重ねていくことが必要である。これにより他の時代との比較が容易となり、時代の特色をさらに明確にできる。しかし、それぞれの時代における歴史的事象は数多く存在し、すべてを扱うことはできない。教師は生徒がより時代の特色に迫ることができる歴史的事象を精選しなければならない。よって、授業で登場する歴史的事象は限られるが、それ以外の歴史的事象についても、何らかの場で生徒自身に探らせていきたい。
３　「社会を拓く知力」を育む歴史的分野の単元
　歴史の大きな流れの中で時代の特色を理解させるための単元構成の基本的な考え方を下に示す。時代の特色の理解のためには、他の時代との比較を通して、時代間の共通点や相違点を明らかにしていくことが必要である。
	大項目２

古代までの日本

		大項目３

中世の日本

		大項目４

近世の日本

		大項目５

近代の日本と世界

		大項目６

現代の日本と世界

	
	古代の概観

		中世の概観

		近世の概観

		近代の概観

		現代の概観

	
	歴史的事象の検証

		歴史的事象の検証

		歴史的事象の検証

		歴史的事象の検証

		歴史的事象の検証

	
	特色のまとめ

		特色のまとめ

（他の時代との比較など）

		特色のまとめ

（他の時代との比較など）

		特色のまとめ

（他の時代との比較など）

		特色のまとめ

（他の時代との比較など）

	
			古代　  中世

		古代　　　中世


近世

		古代　　　中世


近世　　　近代

		古代　　　中世


近世　　　近代


現代

	
										
										
										
										

	


(1)　「時代を概観する段階」
各時代の学習の導入として、まずその時代を概観させる。年表や教科書などを読み取らせ、対象となる時代のイメージをもたせる段階である。
(2)　「歴史的事象を分析する段階」
  ここでは歴史的事象を取り上げ、他の時代との比較させることを通して、その時代の政治の展開、産業の発達、社会の様子、文化の特色などを考察していく学習を展開する。
(3)　「時代の特色をまとめる段階」
　新学習指導要領では、時代を大観し表現させる活動が示されている。これを具現化するのがこの段階であり、実際には「この時代はどんな時代か」というテーマでレポートを書かせることになろう。そのレポートを検証し、歴史的事象の分析の見直しや時代の特色の見直しを行う。
４　「社会を拓く知力」を育む歴史的分野の授業
(1)　「歴史的事象を分析する段階」の授業
  これまで県中社研は１単位時間の授業のあるべき姿として「拡散」と「集中」を基調とした授業構造のモデルを示してきた。これは歴史的分野では歴史的事象の考察から時代の特色の理解へ向かう流れと同じであるということができる。生徒は人物の業績や出来事については知っていても、その背景を語ることが苦手である。そこで、歴史的事象を取り上げて時代の構造に結びつけようとするこの授業構造は、非常に有効であるといえる。
	導入部

 事象と出会う 

	展開部Ⅰ

 事象を分析する 
	展開部Ⅱ

 事象と時代の関係に迫る 
	終末部

 時代の特色を考察する 


①　導入部～歴史的事象との出会い
  導入部では、これまでに学習した事象と矛盾する事実を示したり、生徒のもっている現代の常識とのずれを取り上げたりしながら、学習課題を導き出す。
	（事象例）　・古墳時代の政治の中心は畿内だ　　　　　・国内最大の銅鏡は柳井市の古墳で発掘された
　　　　 　 ・足利尊氏は弟の直義を殺した　　　　　　・身内を殺すのは悪だ　


②　展開部Ⅰ～歴史的事象の分析 
  ここでは導入部で導き出された学習課題をもとに、取り上げた事象について、その変化や関係を問う発問を繰り出す。生徒は自分なりの理由を考え、意見をつくり上げる。生徒から表出された意見を分類し、対立軸を決めて立場を明確にした討論を行わせる。
	（発問例）　「なぜ古代のこの村の戸籍には男性が極端に少ないのか」
        　「貴族の勢力拡大を嫌う天皇が、なぜ藤原氏の娘と結婚するのか」


③　展開部Ⅱ～事象から時代の特色へ
　討論活動で残った課題に対し、資料を示して生徒の気付かなかった視点や生徒の意見の根拠付けをしつつ、ここでは事象と時代の関係にせまる発問を投げかけ、時代の特色へ導く。
	（発問例） ・墾田永年私財法→「朝廷が公地公民の原則を崩したのは誰のためだろうか」
　　　　 　・日本書紀にない６００年遣隋使の記録→「隋と対等な関係を築こうとしたのか、上下関係でよかったのか」


④　終末部～時代の特色へ
　同じ時代同士や他の時代の事象との比較から、相違点や共通点を見いだし、その時代の特色を認識したり、歴史の法則性を見いだしたりする問いを投げかける。
	（発問例）　・同じ時代同士の比較「蘇我氏と藤原氏の違いは何か」
　　　　 　 ・次の展開の予測「この後、豊田氏はどういう行動をとっただろうか」　


(2)　「時代の特色をまとめる段階」の授業 
　生徒は「歴史的事象を分析する段階」で、個々の事象から時代の特色を考える授業を積み重ねていき、生徒なりの時代に対する認識を形成する。
それに続き「時代の特色をまとめる段階」の授業を仕組むことで、生徒の時代に対する認識をまとめた作品（主にレポート）から学習課題を設定し、本当にそれが正しいのだろうか」「このできごとは、果たして君の言う時代の特色に当てはまっているだろうか」などの問いを繰り出しながら授業を展開していく。具体的に次のような発問を中心とした授業が考えられる。
	○生徒の作成したレポートの活用
　【１つのレポートを検証】　「このレポートの要点をまとめてみよう」
　【複数のレポートの比較】　「レポートＡとＢでは、どちらがこの時代の特色を言い当てているだろうか」
○１つの時代の細分化　　　　「古代をいくつかの時期に区分し直してみよう」
○テーマを設定した他の時代との比較　  「農民はいかにして権力と対峙してきただろうか」


日々行われる授業が「事象から認識」へという流れをとるのに対し、まとめの授業はいわば「認識から認識へ」と言うことができる。しかし、これは特別な授業ではなく、生徒が歴史的事象を時代の構造の中でとらえるためには、決して欠かすことのできない授業であると言えよう。
５　実践事例
(1)　単元構成
 ①   単元構成の意図
　本単元は、古代に見られる歴史的事象を分析することを通して、古代という時代の特色をとらえることをねらいとしている。
古代とは、天皇を頂点とした中央集権国家が確立した後、貴族による官僚主導の政治へと移行していった時代といえる。中国への朝貢など東アジア諸国とのかかわりの中で、大和朝廷による支配地域が広がったが、やがて対外的緊張や豪族の勢力拡大への危機感もあって、唐に習った公地公民を基調とする中央集権化が進んでいった。しかし、公地公民のしくみは日本の実情に合わず４０年あまりで崩壊し、その政治の主体は天皇から有力貴族に移っていった。古代の学習は、生徒にとって中学校での通史学習の最初の単元である。そこで、歴史学習の尺度づくりがここでの学習の大きな意義の一つになる。「古代はいつからいつまでか」「日本の歴史の流れに中国や朝鮮との関係はどう影響したのか」など、今後の歴史学習の視点づくりのためにも、古代の学習で獲得した視点は有効であるといえる。
　生徒は、人物や文化遺産中心の小学校での歴史学習を終え、中学校に入学した段階である。この段階では、個々のできごとや人物の業績については詳しく知っている一方で、大きな時代の流れの中でそれらがどのような影響を及ぼしたのかについて考えることは、生徒の発達段階から考えても難しいといえる。また、生徒によっては日本の歴史についての豊富な知識や高い興味・関心をもっている反面、朝鮮半島情勢や中国との外交関係が我が国に及ぼした影響など、世界全体の視点から歴史をとらえることは苦手という状況が見られる。
　そこで、本単元の学習は「時代を概観する」「歴史的事象を分析する」「時代の特色をまとめる」という三つの段階で構成する。「時代を概観する」段階では、年表や教科書、小学校での学習で獲得した知識を用いて、これから学習する古代という時代を俯瞰し、古代に対する生徒なりのイメージをつくることになる。
  次いで、「歴史的事象を分析する」段階では、古代を象徴するいくつかの事象を取り上げ、古代の政治構造、経済構造、外交関係、産業の発達、文化の特色などをとらえさせたい。
  古代の学習は通史学習の最初の段階であり、中世・近世など他の時代との比較が難しい。そこで、最後の「時代の特色をまとめる段階」では、生徒にレポートを書かせ、そのレポート同士を比較する方法での検証を重点的に進めていき、個々の事象間のつながりを振り返るとともに、古代という時代の特色を理解させたい。
②　 単元構成表
	時
	学習内容
	主眼
	「社会を拓く知力」育成の手がかり

	1
	古代の大観
（課題の設定）
	　年表などを用いて古代という時代の大まかな流れをつかむことを通して、時代の大まかなイメージをつかむことができる。
	

	2
	大和朝廷による統一と東アジアとのかかわり①
	　大山古墳が造られた理由を考察することを通して、朝廷が中国を中心とした冊封体制の下で朝鮮半島経営を進めようとしたことを理解することができる。
	○歴史的事象：大山古墳の建設


	3
	大和朝廷による統一と東アジアとのかかわり②
	　日本最大の鏡が柳井市の古墳から出土した理由を考察することを通して、豪族や朝廷が瀬戸内海の海上交通を重視していたことを理解することができる。
	○歴史的事象：単頭双胴怪獣鏡の下賜


	4
	律令国家の確立に至るまでの過程①
	　聖徳太子の政治改革が行われた背景を考察することを通して、天皇中心の国家体制づくりには、中国の権威が必要であったことを理解することができる。
	○歴史的事象：太子の改革の遅れ


	5
	仏教の伝来とその影響①
	　古墳に代わり寺院が造立されるようになった理由を考察することを通して、仏教を受け入れることにより、日本が東アジア世界の一員になったことを理解することができる。
	○歴史的事象：法隆寺の建設


	6
	律令国家の確立に至るまでの過程②
	　蘇我氏暗殺のクーデターから大宝律令制定まで時間がかかった理由を考察することを通して、東アジアの緊張関係の中で日本の中央主権国家体制が整えられていったことを理解することができる。
	○歴史的事象：改新の詔の理想の実現
　　　　　　     


	7
	律令国家の確立に至るまでの過程③
	　古代の村の戸籍に男性が少ない理由を考察することを通して、徴税の仕組みが、農村の実態とかけ離れていたことを理解することができる。
	○歴史的事象：男性が消えた村


	8
	摂関政治
	　藤原氏が強大な権力をもつことができた原因を考察することを通して、天皇中心の政治の仕組みの維持のためには藤原氏の力を頼らざるを得なかったことを理解することができる。
	○歴史的事象：藤原氏の入内


	9
	仏教の伝来とその影響②
	　東大寺大仏と平等院鳳凰堂阿弥陀像の製造法の違いを検証することを通して、仏教が国を治めるためのものから個人の救済のためのものへ変化していったことを理解することができる。

	○歴史的事象：盧舎那仏と阿弥陀　         　 仏の特徴の違い


	10
	かな文字の成立
	　文化の国風化が進んだ理由を考察することを通して、摂関政治の進展の中で貴族が文化の担い手になったことを理解することができる。

	○歴史的事象：仮名文字の発達


	11
	古代の大観
《レポート作成》
	　これまでの学習を振り返ることを通して、「古代とはどういう時代か」というテーマでレポートにまとめることができる。
	

	12
	古代の特色のまとめ《レポートの比較》　　【本時】
	　生徒レポートの中から抽出したレポートを比較し相違点や共通点を検証することを通して、古代の中央集権の実態は、天皇を頂点にした体制のもとで、貴族による政治が行われたものであることを理解することができる。
	


(2)　本時案　～古代の特色のまとめ「レポートの比較」
 ①　 本時設定の意図
ア　生徒のレポートの比較を通して、古代の中央集権体制の主体は貴族であったことに気付かせ　ることをねらいとしている
　本時は古代の特色についてまとめた二つのレポートを比較し、古代の特色としてふさわしいものはどちらかを考えることを通して、古代は公地公民制にもとづく天皇中心の中央集権国家体制を目指した時代であったが、それが実際に機能していた時期は短く、貴族による官僚制ともいえるしくみのもとで政治が展開していった時代であることに気付かせることをねらいとしている。
イ　本時は生徒の既習の知識からスタートし、新たな認識を形成しようとしている
　通常、多くの授業では歴史的事象を扱いながら、時代の特色を見い出そうとする展開が見られる。それに対し、本授業は生徒がこれまでつくりあげた既習の知識を使ってスタートし、古代の特色を検証し直すという点で工夫された授業といえるであろう。
　生徒は「歴史的事象を分析する段階」での授業の積み重ねで、当初もっていた古代観が変わってきた。人物学習中心の小学校の延長で、古代は聖徳太子や聖武天皇などの業績を上げ、天皇中心の国づくりの時代だと漠然と感じていた。それが徐々に「公地公民」「律令」「税が中央に集まる」「東アジアとの関係」など、古代を特徴付ける事象に注目できるようになってきている。
ウ　レポートの比較から、日本の古代社会を中心となって動かした身分階層に注目させる
  本時は二つのレポートを抽出・比較し、どちらが古代の特色を的確に表しているか考えさせる。土地制度に着目したレポートＡ、外交関係に着目したレポートＢは、視点は異なるが、ともに「天皇中心の国づくりの時代だ」という大きな枠組みの中で古代をとらえていることに気付かせたい。
　授業の後半では、古代とは本当に天皇の時代なのかと問うなかで、生徒の中にある古代＝中央集権という認識を揺さぶる。歴史的事象を扱った毎時間の授業では生徒は時代の特色について考えようとするが、それでも一つ一つの事象の解釈がやっとの生徒も多い。そこで、「公地公民が機能していたのは何年間か」「天皇中心と言っても藤原氏が律令制定に関わっている」など既習内容を再考察するなかで、藤原氏の存在を浮かび上がらせたい。
エ　本時で獲得する知識は「古代とは天皇中心の中央集権国家体制の実現を目指したが、結果と　して貴族によるいわば官僚主導の政治体制が形成された時代である」という認識である
　最終的に、古代とは律令国家として中央集権の形を取りながらも、摂政・関白に象徴される令外官を置き、藤原氏に政治の実権を預けざるを得なかったこと、また、その藤原氏も天皇の権威なくしての勢力拡大はあり得なかったことに気付かせたい。ここでは古代の中央集権の実態を新たな知識として習得するが、今後、例えば近代の学習で、古代と近代の中央集権の比較などを行うことで、古代に対する認識をさらに磨くことができるものと考えている。
 ②　 主眼　
　生徒レポートの中から抽出したレポートを比較し相違点や共通点を検証することを通して、古代の中央集権の実態は、天皇を頂点にした体制のもとで、貴族による政治が行われたものであることを理解することができる。
 ③　 学習過程
	学習活動・内容
	教師の対応

	１　レポートに書かれた主張の違いを見出す。


	○レポートの中から２つを提示し、作成者や　他の生徒に要点をまとめさせる。
○ＡとＢでは何が違うのかを問うことで、次　のことを確認する。
・着目した視点の違い
・外国との関係で日本の歴史をとらえているかどうか

	２　レポートから古代の特色を考察する。

(1)意見の構築と表出
　【学習形態】
　個人→小集団→学級集団
　【学習活動】
　２つのレポートの内容を考察し、評価する
  【学習内容】
  これまでつくりあげた古代観の共有
(2)対立構造を設けて討論活動を行う。
  【学習活動】                 
  古代の特色を既習内容から検証する
  【学習内容】                 
  古代観の再構成

	○本時の学習課題を提示する。
○根拠立てて意見を表出した生徒を高く評価する。
○レポートＡを支持する生徒には「公地公民の影響の大きさ」、Ｂを支持する生徒には「大陸伝来のものの日本への影響の大きさ」について語るように促す。
○意見を出し合う中で出て来たキーワードを板書する。
○自分の立場を明確にして反対の立場の矛盾を指摘するよう促す。既習の学習内容から矛盾を指摘し合わせる。
《天皇だという意見に対し》
　・公地公民の機能していた期間の短さ
　・天皇親政と言われた天武朝でさえ、藤原氏を
律令編纂に登用した
　・令外官が多く設置された
《中国だという意見に対し》
　・文化の国風化はどう説明するのか
　・日本と中国の政治制度は全く同じなのか

	３  時代の特色を再検討する。
  【学習内容】  
　時代を担った階層に着目した考察→貴族と天皇の関係
  【提示する資料】
　○藤原氏の系図・年表→藤原氏の政界との関係
　○位階に応じた食封の量
	○年表で天皇権力が強かった時期と中国との関係が深かった時期を確認させ、いずれも古代全体の特色を言い切っていないことを伝える。
○生徒の意見に応じ、必要な資料を示して根拠を確認する。
○資料から、律令制は豪族・貴族を給料によっ　て組織化する仕組みであることを読み取らせる。

	
４　古代と中世の境目に注目する。
 天皇や貴族の時代の終わりについての考察

	○既習内容を振り返り、藤原氏が勢力を伸ばした理由を確認することで、天皇なしには藤原の勢力拡大もなかったことを確認する。
○天皇や貴族の時代だという視点から中世を概観させ、古代と中世の境に関心をもたせる。


６　考察と今後の課題
(1)　本研究の成果
  本実践では、授業で扱う事象の選び方、その事象を活用した１時間の授業のあり方、そして時代の特色をまとめる授業のあり方を追究してきた。その中でも、事象の選択については、ある程度の手応えを感じている。
　事象選択において根拠にすべきは学習指導要領である。新学習指導要領の目標に示された「～を通して」に当たる部分をまず取り上げる。しかし、それだけでは曖昧であったり抽象的であったりするため、次に「古代とはこのような時代だ」と教師がある程度決めて事象を選ぶ必要がある。本実践では、古代とは「東アジアとの関わりの中で公地公民という古代独自の土地制度をもとに中央集権化が進んだ時代」であり、「天皇と、その権威のもとで貴族による政治が展開した時だ」との解釈に立って事象を選択した。その上で、生徒の発達段階を踏まえ、生徒が学びたいと思わせるような事象を選んだ。戸籍上に男性が極端に少ない村があることや、身近な地域で国内最大級の銅鏡が見つかったことなどがそれにあたる。　
　社会科で扱う事象は数限りないが、このような方法により、教科書に出てくる事象をひと通り扱わなくてもシンプルな単元構成が可能になった。また、東アジアとのかかわりの中で、天皇や貴族の政治の特色を理解させるという、新学習指導要領の求める授業ができたと考えている。さらに、生徒に歴史的事象を時代の流れの中に位置付けて考えようとする習慣が定着してきたと思われる。
(2)　今後の課題
　一方で大きな課題として残ったのがレポートの評価である。県中社研は平成１５年から足かけ４年にわたる評価テスト研究で、テストによって生徒の学習のほとんどを評価できると結論付けた。これは到達させる目標が決まっている以上、その学習状況を測るテストで問われる内容には差があってはならないという基本的な考え方に基づいている。新学習指導要領では、時代の特色をまとめて表現することが求められており、レポートなどの生徒の認識（時代観）を表した作品に対する評価の重要度が増してくるであろう。本実践でいえば、「古代とはどのような時代か」というテーマで再度レポートを書かせて評価することもできた。あるいは、この後に続く中世の学習においてレポートを書かせた際、古代での学習の成果をどう反映できているかも評価の対象とすることができるであろう。評価テストの重要性を踏まえつつ、レポートでの評価の可能性や具体的な方法、評価基準を平成２４年の新学習指導要領完全移行までに具体化していかねばならない。
  また、新学習指導要領では目標の一つに身近な地域の扱いが掲げられている。今まで以上に生徒自身の生活圏に存在した歴史的事象から我が国の歴史の流れをとらえさせる授業の工夫が求められる。本実践では柳井市茶臼山古墳出土の単頭双胴怪獣鏡を扱い、古代の海上交通の重要を考察する授業を行ったのみにとどまった。身近な地域の事象を探す教師自身のフィールドワークを行う力、地域の事象を時代の特色に位置づけて授業化する力が、今後も求められるであろう。　
	公民的分野研究発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　下松市立久保中学校　　青木尚司


生徒の資質を高める授業の構想と展開

～効率・公正の視点から現代社会をとらえる実践を通して～

１　はじめに

我々は、「社会を拓く知力を育む」ことを「社会に参画し、社会が直面している課題を解決する力」ととらえており、公民部会では、よりよい未来を求めて、現代日本の抱える諸問題の解決方法について考えることを通して、生徒の「資質」を高めることをねらっている。ここでいう「資質」とは、多様な選択肢の中から何が最適であるかを選び取る「感覚」や「感性」と言い換えることができる。

　このねらいの背景には、地理的分野、歴史的分野と異なる公民的分野の目標がある。実際、教壇に立つ授業者として、地理的分野や歴史的分野を学習する場合と、公民的分野を学習する場合との差異に気付かれた経験のある方も多いと思われる。端的に言えば、地理的分野や歴史的分野がいかに正確に「特色という一つの答えをとらえる」ことができるかというねらいに対して、現在進行形の諸問題を扱うことの多い公民的分野では、一つの答えを見つけるというよりも、複数の考えや意見の中からより確からしいもの、より有効な解決策を追い求めようとする姿が求められる。例えば、「不景気を脱出する方法は何か」と問われた際に、仮に教師の準備していない答えであっても、原因に対する対処法に一応の筋道が通っていれば、不正解とはならないはずである。実際に、これまで政府によって行われてきた対策も一つではない。このことは公民的分野の授業がオープンエンドになり、答えが見えにくいと指摘される原因でもある。決着がつきづらいのは社会科全般のもつ特性であるものの、地理的分野や歴史的分野に比べて、公民的分野では、何が最適であるかを選び取る感覚や感性を磨くことがより求められるといえる。

　また、「新しい学力観」以降、活動重視の授業が流行った結果、学習内容の獲得がおろそかになっていることが指摘されており、有効な対応策が必要である。このことについては、すでに平成１８年の全中社山口大会において提案をしてきた。

　以上の問題意識により、本稿では、公民部会では生徒の「資質」を高めるために「活動を盛り込みながらも内容を重視した授業」「授業を通して生徒の感覚や感性を磨くための工夫」を強調したいと考えている。
２　「社会を拓く知力」を育む授業のあり方
(1)　　活動を盛り込みながら内容を重視した授業

　この提案に至ったのは、昨今の授業文化の衰退の現実を真摯に受け止めたことが大きい。特に大きな影響を与えたものが「新しい学力観」である。

　今から約２０年前には、「新しい学力観」がもてはやされ、生徒の意欲を高める工夫がなされたが、巷には「おもしろ課題」や「ゲーム型活動」といった社会科の内容からかけ離れた授業が見られた。こうした実践では、生徒の常識の範疇で意見交換が行われたり、社会的事象に対する十分な考察ができていなかったりという問題点を挙げることができる。

　一方、以前から行われてきたいわゆる解説型の授業では、生徒の柔軟な発想や意見が表明される場面が少なく、生徒にとっての知的好奇心は喚起されにくいことが多く見られた。板書した内容をひたすら解説し、生徒はノートをとるか、教師の話を聞くかのみであった。

　こうした先行実践を発展的、創造的に継承し、今回の授業提案の一つとしたものが、活動を盛り込みながら、内容を重視した授業である。つまり、授業の前半において、論争問題についての個々の生徒の意見を取り上げ、立場を吟味しながら、後半にむけてより有効な結論を見出していく過程において、生徒自らが必要な学習内容を駆使するように仕向けるというものである。
(2)　授業を通して生徒の感覚や感性を磨くための工夫

一方、我々は、生徒の感覚や感性、あるいは価値観を彼らの「発言」に求める。なかでも「根拠の質」をあげることが資質を高めることにつながると考えている。

　「根拠の質」という点から我々が特に重視しているのが、新たな学習指導要領に明記されている「現代社会の見方・考え方」であり、なかでも「効率」「公正」である。
学習指導要領では、次のように述べている。

	「見方や考え方」については、従前より「諸事象をとらえる概念的な枠組み」とされ、「個人の尊厳」「国民主権」などの概念で構成されていると考えられていた。この考え方は変わらないが、今回はさらに現代社会をとらえる概念的な枠組みの基礎となるものとして、「対立」「合意」「効率」「公正」などを挙げているのである。


　つまり、生徒が社会をとらえる際に、何らかの枠組みや視点が必要なのであり、今回さらにそれらを基礎として加えたとある。ただし、「対立」「合意」と「効率」「公正」は並列ではない。「対立」「合意」は、特定の場面を表しているのであり、いかに「合意」するのかの判断基準が「効率」「公正」である。「効率」というと単なるコストダウンを思い浮かべるが必ずしもそうではない。例えば、裁判員が導入されない裁判と裁判員が導入される裁判のうち、「どちらが効率的な裁判か」を考えた場合、日数は事件の内容に左右されるのであり、簡単に決められるものではない。日数が短ければいいというものではないという「効率」の限界が浮かび上がってくる。他にも、コストにおける「効率」、時間における「効率」、賛同者の多さにおける「効率」など、この言葉の持つ意味は多様である。多様さは「公正」においても同様である。すべての立場の人が納得するという政策はありえないのであり、この場合、「だれにとっての公正か」という点からさまざまな関係者が導き出される。互いの利害関係を調整しながら、多くの選択肢の中から何を重視するのかという感覚に、その人の価値観が反映される。こうした経緯において獲得した内容は、変化の激しい社会にあっても常に見直し続けていくことで、状況に的確かつ柔軟に対応することができると考えられる。以上から、公民的分野の授業のなかで、「効率」「公正」という見方や考え方を用いて、課題に対する最善策を結論付けることを重視したいと考えている。

(3)　獲得させる知識の諸類型と「効率」「公正」との関係

　基調提案で述べているように、山口プランにおいて類型化した四つの知識のうち、「社会を拓く知力」を育むために、特に獲得させるべき知識は「価値的知識」と「マニュアル的知識」である。
これを「効率」「公正」との関係で述べると次のようになる。

	○「価値的知識」　　　＝「効率」「公正」を判断基準として、個人の主観として形成した知識

○「マニュアル的知識」＝事象を考察する際のツールの一つとして、「効率」「公正」という視点から結論を導き出す方法知


　未解決の社会問題を扱うことの多い公民的分野の授業においては、生徒自らの生活経験や価値観に基づく意見が出されやすい。授業では、安易な価値判断に流されることなく、多様な選択肢の中からより確かな価値選択を見出し、知識として形成させることをねらっている。

(4)　育てたい資質

　地理的分野や歴史的分野の目標が、ある一定の認識を形成することだとすれば、公民的分野は資質の向上を目指していることはすでに述べた。

　ここで授業を構想する上で、我々が考えている「育てたい資質」について述べておきたい。
	・「～を感じ取ることができる」「～気付くことができる」で表すバランス感覚

・幅広く関係者や関係事項を取り上げながらより望ましい解決策に向かう感性


　例えば、マンション内で生じている多様な問題への対策として、単に話し合って、ルールを作ろうとする表面的な解決策を提案するだけではなく、「個々の家庭が抱える問題をよりリアルに思い描くことができる」感覚や「ルールを作るだけでは効果がないことに気付くことができる」感覚の鋭さが必要なのである。さらには、住民同士がお互いを知り、日頃の関わりを大切にすることこそ、問題を未然に防ぐのであり、共同体として生活をともにするという意識なくして、解決には至らないという問題の本質に気付く姿こそ、我々が追い求めている資質の一つといえる。

３　「社会を拓く知力」を育む授業構造
(1)　基本構造

　基本的な授業構造は、「拡散と集中」である。大まかに言えば、中心発問１によって、多様な発言をもとに生徒の思考が広がり、中心発問２で内容が焦点化されることで理解を深め、確かな知識を獲得しようというものである。社会が直面している問題の解決方法について考えることを主眼とするならば、次のような構造が望ましい。

　

左側の例は、何らかの問題を提示し、その解決のための対策を直接考えさせる授業である。例えば、選挙における投票率の低下の現状をグラフなどで示し、「どうすれば投票率を上げることができるのか」という発問を投げかけるという授業がそれにあたる。この場合、生徒が考えた解決策を生徒同士の討論活動を通して検討し、より有効なものを提案する。その有効性の一つの根拠は、投票率の低下に対するより本質的な原因に求められる。国民の主権者意識の不足を主たる原因とすれば、主権者意識を高めることが最善の解決策となる。一方で、右側の例は、問題の原因を考察しながら、その結果を踏まえ、具体的な問題解決のための対策を考えていくというものである。例えば、さまざまな選挙キャンペーンなどが行われている事実を示したうえで、「なぜ選挙の投票率は改善されないのだろうか」という発問を投げかけるという授業がそれにあたる。この場合、生徒は投票率が改善されないことの背景にある、政治への不信や選挙制度の複雑さなどさまざまな要因を検討しながら、より根本的な原因を考える。授業の終末部では、先ほどの授業と同様に、国民の主権者意識の低下の話題になるはずである。それを踏まえたうえで、本当に投票率を改善するためにはどうすればよいかという解決方法を考えて提案することになるのである。

つまり、はじめに有効な解決策を問えば、そこから諸問題の原因を考察し、より確からしい結論を得ることができる。また、はじめに諸問題の原因を問えば、後半は有効な解決策について吟味され、有効な結論にたどりつくのである。

(2)　授業構成上の留意点

　繰り返しになるが、公民部会では、よりよい未来を求めて、現代日本の抱える諸問題の解決方法について考えることを通して、生徒の「資質」を高めることをねらっている。また、その「資質」は「価値的知識」や「マニュアル的知識」の獲得によって、より強固に補完されると考えている。ここでは、授業構成上の留意点として、次の点について考えておきたい。

	・多様な意見が期待できる対立や論争を示す
・有効な解決策を得る手順を示す


①　多様な意見が期待できる対立や論争を示す

公民の授業では、社会の抱える諸問題を扱うことが多いが、生徒は予想しうる範囲で、実社会を疑似的にとらえることになる。例えば、

	景気対策の一つとして高速道路の値下げを提示する


という授業の場合、今の日本には不景気という問題があり、それを何とかしようとする必要があると考える。果たしてこの対策が有効なのかどうかが、授業で吟味されていく。ここで必要なことは、社会における「対立」や「論争」を見せて、学習集団内に、意見の対立を仕組むことである。学習集団の対立から討論活動をへて、妥協点や最善策を選ぶ中で、事象にかかわる関係者を見出し、互いの利害関係や配慮すべき対象を検討することができる。例えば、

	景気回復を優先する対策と環境保全を優先する対策のどちらをとるか


のように、一概にどちらかが正答とはいえないものに優先順位をつけさせる。

②　有効な解決策を得る手順を示す

生徒の意見や考えは、そこに合意にいたる有効な根拠を持ち合わせているか、社会状況の中で効果的な意味を持っているかどうかという観点から、次第に絞られていくことになる。授業過程で、常に自分たちの意見に対して、「だれにとっての正義か」「だれをもっとも配慮しなければならないか」あるいは「この結論がもっとも効率的か」など、より有効な解決策を得るために試行錯誤させながら、学習集団の合意に導いていく工夫が求められる。ただし、これが必ずしも社会における合意形成と同一ではないことも予想される。その際には、視野を広げるための手立てを準備する必要がある。

４　実践事例

(1)　単元構成

①　単元構成の意図
ア　現代社会をとらえる見方や考え方の基礎を獲得させることがねらいである
本単元は、社会における物事の決定の仕方やきまりの意義について考えさせることを通して、社会をとらえる見方や考え方として、「対立と合意」「効率と公正」という視点を獲得させることを主なねらいとしている。

イ　この単元で獲得した視点で現代社会をとらえていく
人間社会は、さまざまな場面で衝突やトラブルが発生し、その対立を克服し、合意形成を図りながら、社会の理念や制度を形成してきたといえる。この合意の妥当性の判断基準となる考え方の一つが「効率」と「公正」である。この社会をとらえる視点は公民的分野の学習の基礎にあたり、次単元以降、この視点から経済活動や政治、国際関係に関する事象をとらえていくことになる。

ウ　生徒は現代社会をとらえる視点を意識していない
生徒は日本や世界の政治、経済状況に比較的関心が高く、その動向や政策の是非を論じたりすることはある程度できる。しかし、その論拠は、自分にとっての影響であったり、一方的な立場での不平等さや損得であったりする場合が多い。生徒は、社会をとらえる視点として「その対策には効果があるか」「平等であるか」という視点はもっているが、その視点が社会をとらえる見方や考え方であるとは意識していない。
エ　身近な事象から追究することで、社会をとらえる視点を身に付ける
「効率」と「公正」という考え方は抽象的であるため、生徒にとって身近な問題や関心の高い政策に関する資料を提示する。そしてその資料をもとに学習課題を設定し、考察の中で見方や考え方を獲得させたい。課題に対して、さまざまな立場に立たせたり影響を考えさせたりしながら、合意形成の方法や決めごとの妥当性の基準となる効率性や公正さに注目させ、ねらいにせまりたい。

②　単元構成表
	時
	学習内容
	主　　　眼
	「社会を拓く知力」育成の手がかり

	１
	現代社会の抱える問題
	現代社会で問題となっていることとその解決方法について追究する活動を通して、現代社会の諸問題についての情報を集めるとともに、これらの問題を解決してくことに関心を高めることができる。
	

	２
	問題解決のために
～マンションのきまり～
	マンションで起きているトラブルや問題を解決する方法を追究する活動を通して、合意を形成する方法やきまりの意義を理解することができる。
	多数決の原理↔共同体意識

	３
	問題の解決のために
～高速道路の利用料金～

（本時）
	高速道路の利用料金の値下げ、経済の回復と環境悪化について追究する活動を通して、現代社会をとらえる見方や考え方として「効率」「公正」という視点を理解することができる。
	経済の回復↔環境悪化



	４
	現代社会をとらえる見方や考え方
	これまでの学習で獲得した視点で、現代社会の抱えている問題の合意や解決の方法を提案することができる。
	


(2)　本時案

①　題材名　「高速道路の料金」（３／４）
②　本時設定の意図
ア　本時は、高速道路の利用料金の値下げと環境の悪化に注目をさせて、「効率と公正」という視点を獲得させることをねらいとしている
イ　生徒は、政策の是非を論じることができるが、その論拠は一面的である
景気の対策として行われる諸政策の是非を生徒に問いかけた場合、生徒は賛否両論に分かれてさまざまな意見を出すと考えられる。生徒はこの政策の善し悪しを一方的な立場で「損か得か」あるいは「平等か」でとらえるであろうが、その注目した視点である「効率」「公正」が現代社会をとらえる見方や考え方であることに気がついている生徒はほとんどいないと考えられる。
ウ　授業では、政策の是非を追究する中で、「効率」と「公正」という考え方に注目させる
本時では、高速道路の利用料金値下げの是非を問いながら「効率」という視点に気付かせ、そして政策実施による受益者と損失者に注目をさせ「公正」という視点に気付かせる。後半では景気の回復と環境の悪化という新たな対立と矛盾を提示し、対立を克服するための視点を理解させ、現代社会の抱える問題をとらえる見方や考え方を獲得させたい。
エ　本時で獲得する認識は「世の中のさまざまな対立や問題を克服するためには、効率性や公平さを基準にしてみていく必要がある」という認識である
③　主眼
高速道路の利用料金の値下げ、経済の回復と環境悪化について追究する活動を通して、「効率」「公正」という視点で現代社会の問題とらえていく必要があることを理解することができる。
④　本時の学習過程

	学習活動・学習内容
	教師の対応

	１　高速道路の利用料金の改正についての資料を見て、自分の考えをもつ。



２　料金値下げの是非について考察する。

【学習活動】
○政策の効果と影響についての考察

・利用者

・高速道路の関係者

・企業、国
　↓

○政策の受益者と損失者に関する考察

・政策の平等性

・経済効果
３　経済の回復と環境問題の悪化のどちらを優先するのかについて考察する。

【学習内容】
○対立する問題の解決に関する考察

・景気の回復と環境の悪化の矛盾
・解決(合意の形成)の困難さ

４　対立や問題の解決にむけての視点をもつ。

○解決(合意の形成)をするための視点についての考察
・受益と損失のバランス（公正）
・効果と可能性（効率）

・協力体制や責任


５　問題の解決と自分の負担の矛盾に気付く。
	○スクリーンに高速道路の写真、ETCの写真を提示する。
○「通行量はどうなったのか」「ゴールデンウィークに高速を利用した人は、料金値下げをどう感じたか」など政策に関する生徒の認識を問う。
○1000円の妥当性については議論しない。
○肯定的な意見で景気がよくなるという意見に対しては、「なぜ、景気回復につながるのか」と問い、意見を構造化する。
○否定的な意見でETCに関する意見を述べた生徒には、「なぜETC車限定なのか」と問い、多くの消費者にETCを購入させ、景気回復を狙うという政策の意図を指摘する。
○２の問いによって表出された論拠を類型化し、「増えたのは得をした人か、損をした人か」と問い、新たな視点、関係者に注目させる。

○ひととおり意見が出尽くしたところで、「この連休中に、高速道路を利用していない人は、関係ないのか」と問い、道路の直接的な利用者以外の人々への影響に目を向けさせる。

○「経済回復によることで問題はないのか」問い、新たな問題を提起する。
○世界の主な国のCO２の排出量の推移と今後の数値目標を提示する。
○経済の回復と環境対策という対立する問題のどちらを選択すべきか考えさせる。
○「有効な解決策を決めたり、行っていったりする場合、何を大切にしなければならないか」と問いかける。
○これまでの学習活動をふり返る。
問題の発生　　　　　不景気
解決のために　　→　高速道路料金の値下げ
新たな問題発生　→　政策の不公平さと効果
さらに問題発生　→　経済と環境
解決、合意に向けて何に注目すればよいか？　
○社会の中で起きているさまざまな対立から合意にいたるまでの考え方として、効率性や公正さという尺度が重要であることを指摘する。
○２の発問を再度行い、景気回復、環境対策どちらも何とかしてほしい、しかし、個人的な負担は避けたいという都合のよい考えがあることに気付かせる。


５　考察と今後の課題
本単元の実践を通して、現代社会をとらえる見方や考え方として「効率」と「公正」という視点を獲得した生徒は、単元の終わりのレポートで次のように述べている。

	・景気回復と温暖化防止について、授業で学習した「不平等はないか」ということで考えれば、僕の意見は「高速道路は少し高くして、鉄道料金もフェリー料金もバス代も同じように値下げすべき」です。これなら平等で、さらに地球温暖化防止にも貢献できると思います。ということは、両方に効果があるということです。
・「公正か」という見方で今の政治を見ていると政策があまりに不平等ではないか。政治家は自分のもうけという効果しか考えていないのではないか。

・授業の中でいろんな考え方がでて、意見が割れて、これこそ対立だと思いました。自分も積極的に意見を出しましたが、友達の意見を聞いて、そうだと思いましたが、自分の立場は変えませんでした。


これらの記述から、授業を踏まえて主権者としての意識が芽生えてきていると感じられた。

この「効率」と「公正」は本単元以降の政治や経済での事象をとらえる場合の視点となるが、同時に学習課題に対する考察の視点でもあることが明らかになった。これまで述べてきた通り、授業の前半では学習活動を重視し、学習課題に対する討論活動を行わせるが、表出された意見を類型化する場合、「効率」と「公正」という視点で分けることができる。そして、それを対立軸として討論活動を行うことで、生徒は常に「効率」と「公正」という視点から社会的事象をとらえていくことになる。地理的分野や歴史的分野の授業においても十分にこの視点は活用できるものである。

また、次のような感想を述べていた生徒がいた。

	・日頃の人間関係が大切だと思います。みんなが幸せに生きていくためには、小さい頃から大人や高齢者までみんなが関わっていくことがまず大切だと思います。だったら、対立や問題は起きにくくなると思うし、きまりも必要最低限ですむはずです。
・社会性だと思います。自分だけのことではなく世の中をバランスよく見て決めていくことが大切なことだと思いました。


これらの記述には、道徳的な価値観があらわれている。我々が公民的分野の授業で育てたい資質の一つというのは、まさにこのような社会の本質をついた感覚や感性である。本研究の目指す成果の一端が表れたと考えている。

本研究はまだ始めたばかりであり、評価の方法など課題は山積しており、偏った見解や認識があることも否めない。しかし、よりよい主権者となる生徒を育てることは我々社会科教員の使命であり責務でもある。我々の研究と実践が社会を拓く大きな力となることを信じ、研究を重ねたい。



【生徒が形成する知識】


過疎地が広がっている中国・四国地方でも、ＩＣ付近には人口が集中し、内陸には工場が近年建設されている。





インターチェンジがつくられているところの共通点は何か








要件は何か





物の動きが中心となっている





人の動きが中心となっている








同じ地域にある二つの高速道路で交通量にこれだけの差があるのはなぜか





中国地方には横断する二つの高速道路がある





二つの高速道路の交通量は大きく異なる





【生徒がもっている知識】


・中国・四国地方は瀬戸内側に人口が集中している。


・瀬戸内側には大きな工業地域がある。





中国・四国地方は海上交通を中心として瀬戸内側が古くから発達し、他の経済圏とも結び付きを深め、その後さらに発展した。





人口格差は今に始まったことではなく、海上交通が中心であった中世より、瀬戸内側には人口が集中していた。





人口格差は工業・交通網の差だけでなく、気候・地形とも深くかかわっていて、住みやすさの重要な要素となる。





瀬戸内から工業の中心が内陸部へと移動しつつある。





人口が少ない中国山地でも、インターチェンジがある地域は人口が他地域よりも多く、大都市との結び付きも強い。








中国・四国地方は、あまり大きな都市がない。２つの山地が横断し、地域によって気候のちがいが見られる。





単元構成の三つの段階








個別事象を分析する段階�
　時間�
学習内容�
�
�
第２時�
○　個別事象の考察�
�
�
第３時�
△　個別事象の考察�
�
�
第４時�
■　個別事象の考察�
�
�
第５時�
☆　個別事象の考察�
�






　　○　　△　　　■　　　☆








第６時　地域の特色をまとめる段階





第１時　地域を概観し、主題を意識する段階








地理的分野における「社会を拓く知力」　＝　地域的特色をとらえることができる力





地理的分野研究発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　萩市立見島中学校　森田憲明　





歴史的分野研究発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　 岩国市立灘中学校　福永昌史　





【個別事象を分析する段階】











　　　


←討論活動





　　　←資料








認識


（時代の特色）





歴史的事象





【時代の特色をまとめる段階】














　　←事象の再考察


　　（例）


　　・公地公民の実現期間は？


・天武天皇は豪族を本当に排除したのか？








認識


（時代の特色）





認識


（時代の特色）











中国皇帝の権威





朝鮮半島の


資源・技術











公地公民





豪族





貴族





天皇





時代の流れ











時代を


概観する段階








歴史的事象を


分析する段階





時代の特色を


まとめる段階





古代のイメージをつくる





レポートの作成


レポートの検証→特色のまとめ





古墳の建設





摂関政治





太子の改革の遅れ





古代





古代





古代





古代は聖徳太子・中大兄皇子・聖武天皇など天皇が活躍した時代だ。





大王は中国皇帝の権威を借りて朝鮮半島の鉄資源確保を目指した。





朝廷は大陸との海上交通を重要視し、その周辺豪族を従えた。





中国に朝廷を認めてもらうために、内政の整備が課題であった。





仏教の受容により中国や朝鮮との外交関係が緊密になった。





公地公民に基づく中央集権体制が一応の完成を見た。





朝廷は貴族の私地私民を認めざるを得なくなった。





財政的に苦しい天皇は藤原氏との関係強化を図らざるを得なかった。





社会不安から貴族を中心に個人にも仏教が受け入れられていった。





貴族社会の成熟にともなって日本独自の文化が栄えた。





古代は公地公民を基本とする天皇を頂点とした中央集権の形をとることを理想としながら、天皇の権威を利用した貴族による官僚主導の政治体制が整えられた時代である。





《レポートＢ》


古代は中国との関係に左右された時代だ








《レポートＡ》


古代は公地公民の成立と崩壊の時代だ








【生徒が持っている認識】


古代は中国にならって天皇中心の政治のしくみができあがった時代である














古代日本を形づくったのは中国だ











古代日本を形づくったのは天皇だ





レポートＡとＢのどちらが古代の特色を言い当てているのだろうか





古代の日本を動かしてきたのは誰か





【生徒が形成する知識】


古代は天皇を頂点に置いた、貴族による官僚制の時代であったといえる





【扱う事象の選択】








学習指導要領





生徒の認識





時代の特色





事象





（学習課題が意識される場面）


諸問題の提示�
�
↓


原因を問う（中心発問１）�
�
↓


（複数の意見が出される場面）


意見Ａ�
意見Ｂ�
意見Ｃ�
意見Ｄ�
�
↓


（意見を対立させる場面）


「どちらの責任が大きいのか」�
�
↓


有効な解決策を問う（中心発問２）�
�
↓


（結論を導く場面）


より確からしい結論�
�









（学習課題が意識される場面）


諸問題の提示�
�
↓


有効な解決策を問う（中心発問１）�
�
↓


（複数の意見が出される場面）


意見Ａ�
意見Ｂ�
意見Ｃ�
意見Ｄ�
�
↓


（意見を対立させる場面）


「どちらが望ましいのか」�
�
↓


原因を問う（中心発問２）�
�
↓


（結論を導く場面）


より確からしい結論�
�









世の中の対立や問題を何とか解決してほしい。どうしたら対立や問題を克服できるのだろうか。





相手の立場を考えて、対立や問題の解決をはかっていくことが大切である。





合意や解決の克服に必要な視点は効率と公正である。





対立や問題を克服するための有効な考え方がある。





景気の悪化





高速道路の利用料金値下げ





経済効果があるのか？


損をした人はいないのか？





景気の回復と環境の悪化と矛盾





どちらを優先するべきか？


よい方法はないか？





対立や問題の克服のために





・よりよい解決の方法は？


・何に注目すればよいか？


・よりよい社会をつくろう





景気対策として、この政策は効果があるのではないか。でも不平等かも。





高速道路の利用料金を値下げ（1000円に）してよかったのか





環境の悪化は無視してよいか





世の中のさまざまな対立や問題を克服するためには、効率性や公平さを基準にしてみていく必要がある。





獲得すべき知識





授業の構造





前半


学習活動重視


課題の考察





後半


学習内容重視


知識の獲得





思考の集中





現代社会


対立と合意





視点


効率・公正





よりよい未来を求めて


現代社会の問題の解決





生徒の資質を高める


感覚・感性





社会を拓く知力









